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官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 香川県高松市創造都市推進局産業経済部農林水産課 

②事業名 既存の資産・資源をいかした「香南アグリーム」施設の利活用 

③本事業の現在の検討ス

テージ 

※該当する番号に○（いずれか

一つ） 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

④サウンディングの目的 【施設の設立経緯】 

魅力ある農業を構築する施策の一環として、農家と関係機関が

一体となって特色ある地域農業を形成、推進する農業の拠点施設

として平成１４年度に整備された「香南産地形成促進施設（香南

アグリーム）」は、消費者との交流等を通じて地場産品の普及及び

生産振興を図り、農業活性化に資することを目的に、高松空港に

隣接して広がる広陵地帯に、農林水産省の経営構造対策事業を活

用し、総事業費 548,857 千円で、平成１４年度に整備された。

敷地内には、花きの産地育成を図るため、複合経営促進施設（花

き栽培施設）も設置されている。平成１８年度より指定管理者制

度を導入し、継続して有限会社香南町農業振興公社が管理・運営

を行っている。 

【施設の現状】 

農業体験講座、料理体験教室、イベント等の開催により、都市

住民との交流やグリーン・ツーリズムの推進など、市民の交流を

図る施設として機能を果たしているものの、人件費や資材費の高

騰の影響を受け、経営状況がひっ迫している状態が続いている。

また、施設設置から２２年が経過し（H14.6.23開場）、施設の老

朽化に伴う修繕費も増加している。 

さらに、当施設は高松空港に隣接し、高松市中心部から車で約

３０分という立地条件もあり、近年では、県外からの団体客やイ

ンバウンド客など、利用者の属性も広がってきているものの、整

備やプロモーションが行き届かず、条例による制約も影響し、施

設のポテンシャルを十分に生かし切れていない。 

【ターゲット層】 

年間を通じた主な利用者は、県内に住む子育て世代や幼稚園等

の団体客であるが、提供できるサービスが季節により異なること
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から、コンテンツの内容や時期により、ターゲット層を変えるこ

とも有効だと考えている。また、高松空港、さぬきこどもの国、

さぬき空港公園、香川県園芸総合センター（さぬきフラワーパー

クへ名称変更予定）など、近隣施設の利用者や、立地条件を生か

した県外観光客及びインバウンドの取り込みも視野に入れたい。 

以上のことから、新たなターゲット層の開拓もサウンディング

により提案いただきたい。 

【提案の目的と展開】 

 民間の創意工夫、ノウハウ、アイデアを活用した事業を展開す

るに当たり、どのような手法を取り入れることで魅力的な施設と

して再生し、有効的な運営が行えるのかを確認するもの。併せて

施設の市場性についても確認を行うもの。 

 なお、提案いただいたサウンディングをもとに、当該施設の将

来ビジョンについて、政策立案していく予定。 

 【ビジネス展開（例）】 

○保有している資産・資源を活かした観光農業をターゲットとし

たビジネス展開 

○広大な敷地を活かしたグランピングなどのアウトドアビジネス

展開 

○立地条件を活かしたインバウンドの誘客ビジネス展開 

○「観光農業」「食育」「地産地消」「グリーン・ツーリズムの推進」

をテーマにした農業テーマパークへのビジネス展開 

【民間事業者に対する質問事項】 

○上記ビジネス例を含めた具体的なアイデアの提案 

○上記ビジネス例等を展開するに当たり、官民連携手法としてど

のような手法が想定され得るか、また、どの手法が適しているか。 

○上記ビジネス例等を展開するに当たり、高松市に求める必要な

整備内容等について 

○官民連携する場合の条件や課題について 

○既存の花き栽培施設（鉄骨ハウス 大４棟、小２棟）の観光農

業としての活用方法について 

※提案は、これら質問のうちの一部でも構わない。 

⑥対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではあり

ません 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理     6.コンサルタント    

7.運営（ 農業分野、観光分野、アウトドア関係    ） 

8.その他（                      ） 

⑦対話を希望する事業者

の事業展開エリア 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する規模の事業者を確

1.全国展開している事業者 2.当該エリア外の事業者 

3.地元事業者      4.その他（          ） 
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約するものではありません 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の分野 

※該当する番号に○（複数可） 

１.公有財産利活用 ２.都市公園 ３.観光施設  

４.教育・文化関連施設 ５.賃貸住宅・宿舎等  

６.廃棄物処理施設・斎場  

７.インフラ施設（                   ）

8.その他（ 農業体験施設               ） 

②事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設   2.建替え   3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（             ） 

③想定する事業類型 

※該当する番号に○（複数可） 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.その他（             ） 

④想定する事業の手法 

※該当する番号に○（複数可） 

※PFI 事業方式（BTO、RO 等）

が具体に決まっている場合、

「1.PFI 事業」の（）内に記載く

ださい。 

１.PFI事業（   ）方式 ２.DBO 方式 

３.包括的民間委託 ４.指定管理者制度  

５.コンセッション 6.Park-PFI  

7.土地の賃貸借 、８.建物の賃貸借  

9.その他（提案内容により、様々な手法について検討可能 ） 

⑤事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

サウンディングの提案を踏まえ、検討 

⑥現状及び課題 １.逼迫した経営状況 

 ・３期連続（R３年度-R５年度）経常損益がマイナス 

 ・資本金が２９万円（設立当初 1,000万円）まで落ち込む（Ｒ

５年度末） 

２.借地問題 

 施設の一部を個人の地権者から借地しており、借地借家法の規

定に基づき、契約から３０年間は途中解約ができない。そのため、

現状のままでは、R１１年度以降についても約４年間は、借地料を

支払う必要がある。 

３.花き栽培施設の運営 

 施設借入者（花き生産者）と市が直接、賃貸借契約を締結して

いるが、使用料は指定管理者が徴収し、その金額は市が指定管理

者に支払う管理経費に加味されている。花き栽培施設を利活用す

るためには、新たな体制及びスキームの構築が必要である。 

４.指定管理者（香南町農業振興公社）の在り方 

 ・資本金 １，０００万円 

  （内訳） 高松市     ９５％ 

       JA香川県    ３％ 

       その他農業者４名 ２％ 

 ・役員 ４名 
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 ・従業員 １４名（R6.3.31 現在） 

 当該公社は、合併前の旧町（香南町）時に、本施設を管理・運

営することを目的とし、設立された。よって、本施設の指定管理

者でなくなった場合、解散等の対応が必要になる。 

⑦前提条件 

※事業化にあたって事業者に

考慮してほしい事項等を簡

潔にご記入ください 

○「農業体験施設」の機能を維持すること 

○グリーン・ツーリズムの拠点施設として機能すること 

⑧事業スケジュール（予

定） 

令和１１年度 新体制での運用開始 

(現在の指定管理期間：R6.4.1～R11.3.31) 

（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） 香川県高松市香南町岡１２７０番１３（高松空港から徒歩２５分） 

 

②敷地面積 ４８，８０２㎡（施設整備時） 

 （内訳）連絡道       6，４４６㎡ 

     産地形成促進施設  ３，６４４㎡ 

     複合経営促進施設 １１，５１０㎡ 

     農園・果樹園等  ２３，３２８㎡ 

     その他       ３，８７４㎡ 

③土地利用上の制約 農地振興地域（農用地区域） 

④所有者 市（１０，５０２㎥） 

個人（３４，９７２㎥） 

香南土地パイロット土地改良区 

⑤周辺施設等 高松空港、さぬきこどもの国、さぬき空港公園、香川県園芸総合

センター（さぬきフラワーパークに名称変更予定） 

⑥対象地周辺の環境 高松空港周辺（用途地域の指定のない区域） 

（３）対象施設  

①施設内容 １ 連絡道 

  ・幅員 ５．５ｍ 

  ・延長 ３９４ｍ 

２ 産地形成促進施設 

Ⅰ 事務棟 

 ・鉄骨一部鉄筋コンクリート造地上２階建 

 ・建設面積 ４４２．２０㎡ 

 ・延床面積 ５９０．２３㎡（１階 ２１０．００㎡ 

               ２階 ３８０．２３㎡） 

 ・主要用地 １階 事務室（２８．１３㎡） 

       ２階 カフェ（１１１．４１㎡） 

          販売展示室（１２１．５０㎡） 

 Ⅱ 体験工房棟 

  ・鉄骨一部鉄骨コンクリート造地上１階建 
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  ・建設面積 ２１６．００㎡ 

  ・延床面積 ２０７．００㎡ 

  ・主要用途 第１体験工房 ８８．２０㎡ 

        第２体験工房 ２７．９０㎡ 

３ 複合経営促進施設 

 Ⅰ 花き栽培ハウス 

  ・鉄骨フッ素系硬質フィルム温室 

  ・延床面積 大（間口１３．５ｍ×奥行５１．０ｍ） ４棟 

        小（間口１３．５ｍ×奥行３０．０4ｍ） ２棟 

 Ⅱ 菊出荷作業室 

  ・鉄骨スレート造平屋建 

  ・延床面積 １０８㎡ 

４ 農園・果樹園等 

 Ⅰ 市民農園 

  ・区画数 ５１区画 

  ・農具収納庫 木製ログハウス １棟 

         プレハブハウス ２棟 

 Ⅱ 体験農園・果樹園 

  ・作付面積 約１３，０００㎡ 

  ・作付品種 規定なし（水稲以外） 

②所有者 市 

③その他  

（３）設備  

①設備内容 （共通） 

・自家用電気工作物 

・合併浄化槽 

（産地形成促進施設） 

・警備システム 

・消防設備 

 ・昇降機設備 

 ・暖房設備 

（複合経営促進施設） 

 ・温風暖房機 

 ・攪拌扇 

 ・暖房機、内部カーテン、天窓、自動制御システム 

 

■添付資料 

①香南アグリームについて 

②来客数推移 

③経営状況報告書（R4-6） 


